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「愛
」

の
は
け
ぐ
ち
と
し
て
の
李
香
蘭

"

日
本
と
大
陸

へ

「虹

の
か
け
橋
」
を
彩
る
夢
の
女
王

ク

レ

イ

ガ

ン

・
ワ

ッ

ツ

〈要

旨
〉

一
㊤
。。
刈
年
、
満
州
映
画
協
会

(略
し

て

「満
映
」
)

は
国
策
会
社
と

し
て
設
立
さ
れ
、
プ

ロ
パ
ガ

ン
ダ
映

画
を
作

り
は
じ

め
た

。
満
映

の
作

品
は
ほ
と

ん
ど

中
国
語

で
中
国
人
向

け
だ

が
、
満
映

の
日
本
内
地

へ
の
効
果
は
見
逃
せ
な

い
。

満
映

の
唯

一
の
ス
タ
ー
李
香
蘭

は
、
映

画
や
歌
を
通
し
て
爆

発
的
な
人
気
を
集
め
た
。

一
㊤
自

年

に
東
京

の

「唄
う
李

香
蘭
」

シ
ョ
ー
で
は
、
10
万

人
以
上

の
群
集
が
劇
場

に
つ

め
か
け

て
さ
わ

ぎ
と
な

っ
た
。
李
は

「
支
那

の
夜
」

と

い
う

映
画

で
、
長
谷
川

一
夫
と

組

ん
で
、

「理
想
的
」

な
植

民
地
関
係
を
演
じ

て
、

ス
タ
ー
と
な

っ
た
。
映
画

の
中

で
日

本
を

代
表
す

る
長
谷
川

が
、
中
国
を
代

表
す
る
李
を

殴
る
。
そ

の
こ
と

に
よ

っ
て
、
李

は
、
長
谷
川

の
愛

に
目
ざ
め

る
。

「支

那

の
夜
」

が
成
功
し

て
か
ら
、
李

は
同
じ
よ
う
な

パ
タ
ー

ン
化
さ
れ
た
映
画

に

出
演

し
続

け
た
。
若

い
日
本
人

ヒ
ー

ロ
ー
が
大

陸

へ
渡

っ
て
、
現
代
的
な
職
業

(医
者
、

建
築

家
、

エ
ン
ジ

ニ
ア
i
等

)

に

つ
き
活

躍
す

る
。

一
方
、
李

は
芸
術

的
、
感
情
的

、

自
然
的

だ
と

い
う

風
に
描
か

れ

て
い
る
。
李

の
魅
力
を
感
じ

る

ヒ
ー

ロ
ー
は

、
十

分
に

自
身

の
男

ら
し
さ
を
見
せ

て
か
ら
、
李
を
選

ぶ
の
だ

が
、
最
後

に
、
二
人
は
、
「
国
の
た

め
」

に
別
れ
た
。

李

の
戦
時
中

の
映

画
で
は
、
当
時

の
日
本

の

「
男
ら

し
さ
」

に
対
す

る
不
安
定
さ

が

表

れ
て

い
る
。

同
畴

に
、
そ
こ

で
は
、

日
本

の
中
国

に
対
す
る
暴
力

、
或

い
は
、

男
の

女

に
対
す
る
暴
力
を

正
当

化
す
る
プ

ロ
パ
ガ

ン
ダ
効
果

が
見
ら
れ

る
。

人
気
を
集

め
た

李

の
登
場
す
る
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画

に
よ
る
と
、
暴
力

は

一
種

の
愛
情
表

現

に
す
ぎ

な

い
。

キ

ー
ワ
ー
ド

満
州
映
画
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ

ジ

ェ
ン
ダ
ー

暴
力
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は
じ
め
に
1
満
州
映
画
協
会

一8
①
年
、
日
露
戦
争

の
結
果
、

日
本
は

ロ
シ
ア
に
代
わ

っ
て
中
国
の
東
北
ω

省
に
手
を
入
れ
は
じ
め
瓷
。
主
に
長
春
か
ら
大
連
ま
で
の
鉄
道
が
日
本
の
南
満

州
鉄
道
会
社
の
経
営
下
に
な
り
、

日
本
か
ら
こ
の
地
域
に
資
本
や
人
材
が
流
れ

始
め
た
。
日
本
軍
や
満
鉄
の
活
動

に
よ

っ
て
、
柳
条
湖
事
件
が
で
っ
ち
あ
げ
ら

れ
、
溥
儀
が
天
津
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
、
一
⑩ω
b。
年
、
満
州
と

い
う
新
し
い
国
家

が
生
ま
れ
た
。

一
〇ω
刈
年
、
文
化
的
な
侵
略
と
し

て
、
満
州
映
画
協
会

(以
下

「満
映
」
と
略

す
)
が
、
国
策
会
社
と
し
て
作
ら
れ
た
。
日
本
側
の
指
導
者
た
ち
は
、
中
国
人

が
圧
倒
的
に
多

い
満
州
国
を
う
ま
く
運
営
す
る
た
め
に
、
文
化
的
な
面
を
治
め

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
満
映
に
有
力
な
人
材
や
資
本
を
与
え
た
。
戦
前

日
本
映
画
の
代
表
的
な
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
i
根
岸
寛

一
や
マ
キ
ノ
光
雄
が
就
任
し

て
か
ら
、
満
州
で
唯

一
の
政
治
的
、
軍
事
的
権
力
者
と
思
わ
れ
て
い
る
甘
粕
正

彦
が
理
事
長
に
な

っ
た
。
映
画
製
作
や
外
国
映
画
の
輸
入
配
給
を
独
占
し
、
ま

た
先
端
的
な
技
術
を
汲
み
取

っ
て
、
一
〇
し。
り年
、
新
京
で
東
洋

一
の
撮
影
所
を
建

築
し
て
、
中
国
語
の
娯
楽
映
画
、
教
育
映
画
、
時
事
映
画
の
大
量
生
産
を
進
め

た
。表
面
的
な
目
的
は
、
地
元
の
中
国
人
を
喜
ば
せ
る
中
国
語
の
娯
楽
映
画
を
作

る
こ
と
や
、
中
国
人
の
映
画
人
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
言
う
ま
で
も

な
く
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
狙
い
で
あ

っ
た
。
中
国
映
画
の
伝
統
の
中
心
に
な
る

上
海
で
作
ら
れ
た
大
衆
映
画
の
な
か
の
抗
日
伝
統
を
活
用
し
な
が
ら
、
満
州
国

を
独
立
国
家
と
し
て
宣
伝
し
て
、
地
元
の
中
国
人
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
、
満
映
の
日
本
内
地

へ
の
効
果
は
見
逃
せ

な

い
。
映
画
評
論
家
佐
藤
忠
男
に
よ
る
と

「満
映
の
存
在
が
日
本
で
注
目
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
作
品
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
ス
タ
ー
、
李
香
蘭
を
世

に
出
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
だ

っ
た
」

(ロ
・o。ω
)
。
〔-)
そ
し
て
、
李
香
蘭
自
身
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
向
け
の
映
画
は
中
国
人

(満
州
人
)
向
け
の
映
画
よ

り

「は
る
か
に
国
策
的
だ

っ
た
」

(b
』
ωG。)。
(2)

こ
の
論
文
の
目
的
は
、
「国
民
国
家
」
と

「ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

い
う
概
念
を
用

い
て
、
戦
時
中
の
満
映

・
李
香
蘭
の
映
画
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め

に
当
時

の
李
香
蘭
の
爆
発
的
な
人
気
の
理
由
を
考
え
て
み
る
。
次
に
李
香
蘭
の

も

っ
と
も
人
気
に
な

っ
た
映
画

「支
那
の
夜
」

の
内
容
を
考
察
す
る
。
最
後
に

李
香
蘭
の
映
画
に
見
ら
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

李
香
蘭
の
登
場

一㊤
も。
㊤年
、
満
州
で
生
ま
れ
た
満
映
の
ス
タ
ー
李
香
蘭

(元
参
議
院
議
員
の
山

口
淑
子
)
が
中
国
人
で
あ
る
と
宣
伝
さ
れ
て
日
本
の
舞
台
に
登
場
し
、
歌
や
映

画
を
通
し
て
人
気
を
集
め
た
。
一り
G。
㊤年
か
ら
一逡
○
年
に
か
け
て
、
李
香
蘭
は
二

枚
目
ア
イ
ド
ル
長
谷
川

一
夫
と
組
ん
で

「白
蘭
の
歌
」
「支
那
の
夜
」
や

「
の
誓
」

と
い
う

「大
陸
三
部
作
」
と
称
さ
れ
た
映
画
に
出
演
し
た
。
へ3
>
日
本
映
画
史
批

評
家
ピ
ー
タ
ー

・
ハ
ー
イ
が
い
う
よ
う
に
、
「支
那
の
夜
」
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る

と

「こ
の
満
州
か
ら
来
た
若
い
女
優
に
た
い
す
る
国
民
の
熱
愛
ぶ
り
は
、
ほ
と

ん
ど
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
な

っ
た
」

(b
b
瘴
)。
(、)
一
㊤凸
年
b。月
に
東
京
の

「唄
う
李
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香
蘭
」
シ
ョ
ー
で
は
、
10
万
人
以
上
が
劇
場
を
囲
ん
で
暴
力
的
に
な

っ
た

「
日

劇
七
ま
わ
り
事
件
」
ま
で
起
き
た
。
自
伝

の
な
か
で
山
口
淑
子
は

「そ
の
こ
ろ

の
時
勢
は
、
あ
の
三
部
作
が
大
ヒ

ッ
ト
す
る
よ
う
な
時
代
の

売
工気
〃
に
支
配

さ
れ
て
い
て
、
私
も
そ
の
空
気
を
吸

っ
て
い
た
」

(P
一b。O
)
と
。

な
ぜ
そ
ん
な
に
人
気
に
な

っ
た
の
か
。
李
香
蘭
自
身
の
才
能
以
外
に
幾

つ
か

の
理
由
は
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
映
画
俳
優
長
谷
川

一
夫
と
組
ん
だ
こ
と
。

歌
舞
伎
や
時
代
劇
出
身
の
長
谷
川

の
ラ
ブ

・
ロ
マ
ン
ス
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
李
香
蘭
は
中
国
人
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
。
日
本
で
は
、
李
香
蘭
が
中

国
人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
宣
伝
す

る
た
め
に
力
を
入
れ
、
日
本
人
で
あ
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
な

い
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
圧
力
を
か
け
た
。
李
香
蘭
が
人
気

に
な

っ
た
時
期
、
政
府
の
娯
楽
に
対
す
る
規
制
が
厳
し
く
な
り
、
洋
画
や
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
日
中
戦
争
は
一
〇も。
刈
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
徴

兵
や
戦
死
が
多
く
な
り
、
国
内
の
配
給
や
検
閲
が
厳
し
く
な
り
、
そ
れ
と
同
時

」
に
中
国

へ
の
関
心
が
高
く
な

っ
て
、
娯
楽
に
お
け
る
李
香
蘭
の
よ
う
な
ス
タ
ー

が
日
本
の
舞
台
に
登
場
し
た
。

李
香
蘭
は
満
州
の
美
化
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
に
よ

っ
て
売
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

満
州
を
日
本

の

一
部
と
し
て
治
め
る
た
め
に
軍
部
は
日
本
の

一
般
市
民
の
満
州

へ
の
移
民
を
も
と
め
て
い
た
。
満
州

に
い
る
日
本
人
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、

満
州
が
管
理
し
や
す
く
な
る
。
そ
し
て
、
開
拓
団
が
北
の
ほ
う
に
定
住
し
た
ら
、

ロ
シ
ア
に
対
す
る
防
衛
に
も
な
る
。
そ
の
上
、
満
州
は
日
本
国
内
の
経
済
的

・

社
会
的
問
題
を

一
挙
に
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
国
内
の
指

導
者
は
、
国
民
の
関
心
が
国
内
の
問
題
や
社
会
的
矛
盾
か
ら
満
州
に
移

ヶ
て
ほ

し
か

っ
た
。
こ
の
狙
い
の
下
で
満
州
は
特
に
移
民
を
対
象
と
し
て
う
ま
く
宣
伝

さ
れ
た
。
そ
し
て
映
画
を
通
じ
て
、
大
陸
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ

っ
て
い

っ
た
。

ハ
ー
イ
に
よ
る
と
そ
こ
ま

で
の
日
本
映
画

の
な
か
で
、
中
国
大
陸
は

「兵
士
た
ち
が
死
と
苦
し
み
の
貴
さ
を
悟
る
、
破
壊
さ
れ
尽
く
し
た
人
気
の
な
い

場
所
で
あ

っ
た
が
、

一
般
市
民
が
中
心
の
新
し
い
映
画
で
は
、

"新
ア
ジ
ア
の

建
設
"
と

〃
日
中
親
善

"
が
テ
ー

マ
と
な

っ
て
い
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る

(P
b。G。
Q。
)。

大
陸
イ
メ
ー
ジ
の
美
化
に
よ
っ
て
、
大
陸
に
対
す
る
憧
れ
が
生
ま
れ
、
一㊤
も。
璽

一
逡
O
年
で
日
本

の
大
陸
熱
が
絶
頂
に
達
し
た
。
蘭
信
三
に
よ
る
と
、
満
州
移
民

が
一㊤
ω
⑩年
心
万
名
、
一漣
○年
5
万
名
ま
で
増
加
し
、
「従
来
の

一
般
の
海
外
移
民

の
倍
以
上
の
規
模
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」

("
●お
)。
(,)
清
水
晶
が
説
明
す
る
よ

う
に

「当
時
の
日
本
の
青
年
に
と

っ
て
、
大
陸
進
出
は
、
現
在

の
欧
米
駐
在
に

も
似
た
憧
れ
で
あ
り
、
李
香
蘭
は
そ
う
し
た
日
本
と
大
陸
の

「虹
の
か
け
橋
」

を
彩
る
夢
の
女
王
だ

っ
た
」
。
〔、)
青
年
や
農
村
集
団
が
開
拓
団
に
入

っ
て
海
を

渡

っ
て
満
州
の
北
の
方
ま
で
移
動
し
た
。
三
部
作
に
つ
い
て
、
山
口
淑
子
自
身

は
、
「日
本
の
大
陸
政
策
を
宣
伝
す
る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」

(b
●一b。
①
)
と
。

李
香
蘭
の
魅
力
は
満
州
の
魅
力
と

一
体
化
し
た
。

「
支

那
の
夜

」

の
ワ
ン

・
パ
タ
ー

ン

大
陸
三
部
作
の
人
気
を
問
う
場
合
、
映
画
の
内
容
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
三
部
作
は
、
単
純
な
ラ
ブ

・
ロ
マ
ン
ス
で
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て

い
る
が
、
三
部
作
の
な
か
の

一
番
知
ら
れ
て
い
る

「支
那
の
夜
」
と

い
う
映
画

を
見
て
み
よ
う
。
映
画
の
タ
イ
ト
ル
が
出
る
前
に
、
李
香
蘭
が
影

で
エ
キ
ゾ
チ

「愛」のはけぐちとしての李香蘭413



ッ
ク
な
京
劇
の
格
好
で
こ
の

「支
那
の
夜
」
と
い
う
す
で
に
ヒ
ッ
ト
し
て
い
た

.
曲
を
歌
い
な
が
ら
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
そ
し
て
、
上
海
の
街
の

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
景
が
写
さ
れ
、
群
集
の
な
か
の
日
本
人
船
長
の
長
谷
川

一

夫
の
顔
が
見
え
た
。
街
で
お
金
を
だ
ま
し
と
ら
れ
た
日
本
人
男
性
が
李
香
蘭
と

喧
嘩
に
な

っ
て
、
長
谷
川
が
そ
れ
を
見
て
、
代
わ
り
に
お
金
を
男
に
出
す
。
抗

日
感
情
を
抱

い
て
い
る
戦
争
孤
児

の
李
香
蘭
は
、
長
谷
川
に

「日
本
人
に
恩
を

受
け
た
く
な

い
」
と
言
う
。
お
金

を
返
す
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
頼
ん
だ
ら
、

下
宿
し
て
い
る
ホ
テ
ル
ま
で
連
れ
ら
れ
た
。
暴
力
的
な
態
度
を
と
る
長
谷
川
は
、

李
香
蘭
の
襟
首
を

つ
か
ん
で
、
汚

い
彼
女
を
む
り
や
り
に
風
呂
場
に
突

っ
込
む
。

長
谷
川
は
最
初
の
シ
ー
ン
か
ら
明
ら
か
に
李
香
蘭
の
こ
と
を
好
き
に
な

っ
て
い

た
が
、
李
香
蘭
は
日
本
と
の
戦
争

で
両
親
が
死
亡
し
た
た
め
、
許
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
長
谷
川
か
ら
逃
げ
て
、
廃
虚
と
な

っ
た
実
家
を
訪
れ
た
後
、
長
谷
川

と
そ
の
と
り
ま
き
か
ら
の
親
切
を
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
反
発
し
続
け
る
。

そ
の
為
、
長
谷
川
は
ま
た
暴
力
的

に
な
る
。
又
殴
ら
れ
た
李
香
蘭
は
、
不
自
然

に
も
、
椅
子
に
座

っ
て
い
る
長
谷
川

の
脚
を
抱
き
締
め
、
わ
が
ま
ま
を
許
し
て

と
お
願
い
す
る
。
結
局
、
長
谷
川
や
彼
の
仲
間
を
通
し
て
、
B
本
人
や
日
本
国

の
善
を
信
じ
て
、
抗
日
運
動
を
裏
切

っ
て
、
長
谷
川
の
命
を
救
う
。
し
か
し
最

後
に
、
長
谷
川
の
船
は
ゲ
リ
ラ
に
攻
撃
さ
れ
て
、
彼
は
死
ん
で
し
ま

っ
た
と
わ

か
っ
て
、
李
香
蘭
は
自
殺
を
す
る
。
(.、}

一潔
N年
に
か
け
て
、
李
香
蘭
は
他

の
二
枚
目
俳
優
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
パ
タ

ー
ン
化
さ
れ
た
映
画
に
出
演
し
た
。
こ
の
時
期
の
李
香
蘭

の
戦
時
下
映
画
に
は

共
通
点
が
多

い
。
ま
ず
主
人
公
と
し

て
若

い
独
身
B
本
人
男
性
が
理
想
を
持

っ

て
、
大
陸
に
渡

っ
て
、
自
分
の
力
を

発
揮
す
る
。
主
人
公
は
指
導
的
な
態
度
を

と
っ
て
、
「中
国
の
建
設
」
や

「中
国
人
の
た
め
」
に
、
た
と
え
ば
満
鉄
の
技
師
、

設
計
家
、
医
者
等
と
い
っ
た
職
業
を
活
か
す
。
そ
こ
で
、
日
本
人
の
社
長
又
は

恩
師
は
主
人
公
が
自
分
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
娘
は
丁
寧

で
上
品
で
、
い
つ
も
着
物
姿
を
し
て
い
る
が
、
美
人
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
主
人
公
は
上
級
知
識
階
級
の
抗
日
的
な
李
香
蘭
と
会
う
。
李
香
蘭
は

中
国
の
風
景
と
同
様

に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
化
さ
れ
て
い
て
、
自
然
に
主
人
公
の
心

を
ひ
き

つ
け
る
。
カ
メ
ラ
が
何
度
も
長
城
や
満
州
の
広
い
草
原
、
あ
る
い
は
上

海
の
夜
景
を
写
す
。
こ
の
風
景
を
李
香
蘭
と

一
体
化
さ
せ
る
。
大
陸

の
風
景
と

同
じ
よ
う
に
、
李
香
蘭
の
美
し
い
外
見
や
文
学
的
な
才
能
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

彼
女
は
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
着
て
い
た
り
、
大
自
然
の
な
か
で
歌
を
歌

っ
た
り

す
る
。
戦
争
や
ゲ
リ
ラ
の
こ
と
は
背
景
と
し
て
存
在
す
る
が
、
主
人
公
の
男
ら

し
さ
と
日
本
人
男
性
が
誰
と
結
婚
す
る
か
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
が
映
画
の
中
心
的

な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
李
香
蘭
は
、
日
本
人
の
女
性
と
違

っ
て
、
危
険
な
匂

い
の

あ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
的
な
の
だ
。
そ
れ
を
魅
力
的
だ
と
感
じ
る
男
ら
し
い
主
人

公
は
、
大
陸
に
渡

っ
た
と
き
と
同
じ
感
覚
で
リ
ス
ク
を
お
か
し
て
、
李
香
蘭
を

選
ん
だ
。
中
国
人

(抗
日
匪
賊
あ
る
い
は
李
香
蘭
)
に
対
す
る
暴
力
の
か
た
ち

で
十
分
に
男
ら
し
さ
を
見
せ
て
か
ら
、
李
香
蘭
を
選
ぶ
と
、
と
た
ん
に
英
雄
的

に
死
ん
で
し
ま
う
。

し
か
し
、
こ
の
運
命
に
な
る
の
が
李
香
蘭
を
選
ん
だ
が
ゆ
え
の
バ
ツ
で
は
な

い
。
こ
の
運
命
に
よ

っ
て
、
彼
は
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
。
李
香
蘭
は
ロ
マ
ン
ス
の

対
象
と
言
え
る
が
、
こ
の
選
択
は
わ
が
ま
ま
や
無
責
任
か
ら
で
は
な
く
、
彼
女

に
日
本
人
の
善
を
教
え
る
役
割
を
果
た
す
と
こ
ろ
か
ら
必
然
的
に
来
る
の
だ
。

従

っ
て
、
抗
日
運
動
は
成
功
し
な
く
な
り
、
「国
」
の
た
め
に
な
る
。
長
谷
川
に
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ふ
ら
れ
た
日
本
人
女
性
は
、
主
人
公

の
選
択
に
抵
抗
せ
ず
、
か
え

っ
て
心
広
く

主
人
公
の
理
想
的
な
と
こ
ろ
や
李
香
蘭
の
方
が
相
手
と
し
て
適
切
だ
と
認
め
て
、

国

(日
本

・
満
州

・
中
国
)
の
た
め

に
な
る
と
信
じ
、
長
谷
川
の
こ
と
を
諦
め

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
李
香
蘭
は
抗

日
感
情
を
捨
て
て
、
主
人
公
と
互
い
に
気

持
ち
が
分
か
り
合

っ
て
も
、
映
画
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
最
後
に
は
二
人
は
死

ぬ
或
い
は
別
れ
て
し
ま
い
、
結
局
家
族
に
な
ら
な
い
。
日
本
人
と
中
国
人
が
結

婚
し
て
子
供
を
産
む
ま
で
い
く
と
い
う
可
能
性
を
ド
ラ
マ
と
し
て
描
か
れ
て
い

な
い
。
亘

大
陸
三
部
作
に
お
け
る
階
級
の
描
き
か
た
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た

い
。
李
香

蘭
と
違

っ
て
、

一
般
中
国
人
民
は
映
画
の
話
に
関
係
が
な
く
、
街

の
風
景
と
し

て
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。
映
画
の
作
ら
れ
た
世
界
で
は
、
B
本
人
は
上
流
階

級
中
国
人
と
し
か
付
き
合
わ
な
い
。

日
本
人
と
上
流
階
級
の
中
国
人
は
、

一
般

の
中
国
人
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
と
い
う
建
前
だ
が
、
そ
れ
を
す
る
の
に
個

人
的
な
付
き
合
い
を
必
要
と
は
し
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
「中
国
人
の
た
め
」
と

い
う
テ
ー
マ
は
、
中
国
人
上
流
階
級
と
日
本
人
の
同
盟
を
築
く
と
い
う
点
で
は
、

満
州
の
現
実
は
映
画
の
な
か
で
反
映

さ
れ
て
く
る
。
つ
ま
り

「中
国
人
の
た
め
」

と

い
う
テ
ー

マ
に
は
、
中
国
の

一
般
の
人
民
は
そ
の
勘
定
に
入

っ
て
い
な
い

(9
δ

李
香
蘭

の
映
画
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

長
谷
川
が
日
本
を
代
表
し
て
、
李
香
蘭
が
中
国
を
代
表
し
て
、
日
本
と
中
国

と
の
関
係
を
分
か
り
や
す
く
演
じ
る
。
ま
ず
、
日
本
は

「男
」
、
中
国
は

「女
」

と
い
う
ふ
う
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
て
い
る
。
植
民
地
研
究
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
支
配
す
る
側
は
男
の
役
を
し
、
さ
れ
る
側
は
女
性
の
役
に
想
像
さ
れ
る
。

頚
路
勝
彦
が
い
う
よ
う
に
、
「イ
ギ
リ
ス
が

エ
ジ
プ
ト
を
植
民
地
支
配
に
お
い
た

と
き
、
使
わ
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
は

"女
"
で
あ

っ
た
。
合
理
的
で
有
徳
的
な
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
に
と

っ
て
み
れ
ば
、
非
合
理
的
で
堕
落
し
た
東
洋
人
は
征
服
す
べ

き
対
象
で
あ

っ
た
し
、
そ
の
東
洋
人
は
、
ま
さ
に
征
服
す
べ
き
相
手
と
し
て
女

と
等
価
で
あ

っ
た
」

(冒
●刈。。)。
(、)映
画
で
は
、
当
時
の
男
性
は
女
性
を
リ
ー
ド

す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
日
本
対
中
国
の
関
係
に
用
い
た
。
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
抗
日
感
情
を

一
つ
の

「誤
解
」
と
し
て
描
く
。
ハ
ー

イ
が
説
明
す
る
よ
う
に

「日
本
人
を
嫌
う
十
分
な
理
由
の
あ
る
中
国
人
女
性
が
、

日
本
の
男
性
と
恋
愛
関
係
を
も

っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
は
た
し
て

"日
本
の
真

の
意
図
の
理
解
"
に
至
る
こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
ど
う
か
。

(略
)
。
今
ま

で
攻
撃
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
も

の
が
実
は
愛
情
ゆ
え
の
行
為
で
あ

っ
た
と
悟

る
」
(b
.b。癖
卜。
)。
一一
つ
ま
り
、
中
国
が
日
本
の
侵
略
動
機
を
間
違

っ
た
だ
け
だ
。

そ
れ
が
愛
情
だ
と
分
か
る
と
、
李
香
蘭
が
演
じ
る
よ
う
に
日
本
の
こ
と
を
好
き

に
な
る
。
佐
藤
忠
男
が
述
べ
る
。
「こ
の
よ
う
に
中
国
人
か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
か

ら
日
本
は
申
国
を
指
導
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
侵
略
で
は
な

い
と

い
う
理
屈

に
な
る
」
(b
●Qo鼻
)
と
。

一
種
の
愛
情
表
現

「愛」のはけぐちとしての李香蘭

 

長
谷
川
の
憧
れ
た
男
性
像
が
当
時
の
理
想
的
な
男
ら
し
さ
を
反
映
し
て
い
る
。

女
形
出
身
の
長
谷
川
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
が
演
じ
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
役
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者
と
し
て
鋭
く
意
識
し
た
人
で
あ

っ
た
。
一b。
日
本
の
男
ら
し
さ
に
満
ち
て
い
る

時
代
劇
で
成
功
し
て
き
た
長
谷
川
は
、
今
度
そ
の
男
ら
し
さ
を
大
陸
に
持

っ
て

い
っ
て
、
中
国
人
を
対
象
に
し
て
愛
情
の
形
で
発
揮
す
る
。
こ
の
男
ら
し
さ
は

暴
力
の
形
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
映
画
史
の
な
か
で
長
谷
川
の
よ
う
な
二

枚
目
主
人
公
が
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
振

っ
た
ら
、
女
性
が
憧
れ
を
感
じ
て
、

好
き
に
な
る
パ
タ
ー
ン
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
山
口
淑
子
の
説
明
に
よ
る
と

「戦

前
の
日
本
で
は
、
男
が
女
を
殴
る

こ
と
も

一
種
の
愛
情
表
現
で
、
殴
ら
れ
た
女

が
殴

っ
た
男
の
強
さ
や
思
い
や
り
に
感
激
し
て
、
改
め
て
愛
に
目
覚
め
る

(略
)」

(b
●一ω
。。
)。
映
画
の
な
か
で
演
じ
て
い
る
よ
う
に
、
」日
本
の
植
民
地
支
配
や
中
国

に
対
す
る
戦
争
は
暴
力
を
通
じ
て
当
時
の
日
本
国
家
の
男
ら
し
さ
を
象
徴
し
て

い
た
。
従

っ
て
、
「大
陸
三
部
作
」
は
、
中
国
人
に
不
愉
快
な
印
象
を
与
え
る
と

判
断
さ
れ
て
、
中
国
人
に
ほ
と
ん
ど
見
せ
な
か

っ
た
の
だ

っ
た
。
(聡
)

映
画
の
な
か
で
描
か
れ
て
い
る
暴
力
的
な
男
ら
し
さ
と
国
民
国
家
と
の
親
密

な
関
係
は
最
近
の
女
性
学
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
焦
点
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の

研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
自
然
」
あ
る
い
は

「宿
命
的
」
だ
と
思
わ
れ

て
き
た

「ジ

ェ
ン
ダ
ー
」
や

「国
民
国
家
」
は
、
た
だ
文
化
的
な
産
物
で
あ
る
。

上
野
千
鶴
子
が
言
う
よ
う
に

「国
民
国
家
」
も

「ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
も

「歴
史
の

変
動
期
の
な
か
で

"宿
命
〃
と
し
て
の
あ
り
方
か
ら

"脱
自
然
化
"
さ
れ
て
き

た
」
〔M
>。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
が
意
識
さ
れ

る
と
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
と
思
わ
れ
た

国
民
国
家
は
、
実
際
に
男
性
を
中
心
に
し
、
性
差
別
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い

る
概
念
だ
と
明
ら
か
に
な
る
。
特

に
戦
争
の
と
き
、
国
民
国
家
は
女
性
を
二
流

市
民
と
し
て
分
断
す
る
。
「慰
安
婦
」
の
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
、
大
越
愛
子
が

言
う
よ
う
に
、
戦
争
中
の
国
民
国
家

に
よ

っ
て
、
女
性
が
二
分
化
さ
れ
て
い
る
。

「性
的
な
欲
望
の
対
象
と
し
て
の
女
性
、
そ
し
て
死
な
な
け
れ
ば
い
け
な

い
男
の
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心
的
基
盤
と
な
る
女
性
と
い
う
風
に
、
男
性
を
中
心
に
女
性
を
分
類
し
て
い
く
」

(P
置
Φ)
(躡)。
女
性
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

日
本

の
大
陸
進
出
に
よ

っ
て
、
ア
ジ
ア
の
女
性
が
暴
力
的
性
的
対
象
に
な

っ

て
、
国
内
の
女
性
が
天
皇
の
子
供
を
産
む
役
割
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

こ
の
動
き
が

「支
那
の
夜
」
で
描
か
れ
て
い
る
。
李
香
蘭
は
、
映
画
に
お
け
る

母
に
な
る
と

い
う
流
れ
が
な
い
。
日
本
人
男
性
の
た
め
の

一
時
的
な
性
的
対
象

に
し
か
な

っ
て
い
な
い
。
中
国
人
と
演
じ
て
い
る
李
香
蘭
は
特
に
当
時
の
日
本

人
男
性
の
問
に
人
気
を
集
め
た
。
「七
ま
わ
り
事
件
」
の
と
き
、
観
客
の
7
割
は

男
性
で
、
男
の
半
数
は
学
生
の
服
装
で
あ
っ
た

(山
口
℃
」
認
)。
「大
陸
三
部
作
」

が
人
気
に
な
っ
た
時
期
に
、
日
本
国
家
の
軍
隊
が
ア
ジ
ア
人
女
性
を

「慰
安
婦
」

の
か
た
ち
で
、
性
的
暴
力
の
対
象
と
し
て
扱

い
は
じ
め
た
と
・い
う
こ
と
と
は
偶

然
で
は
な
い
。
そ
こ
で
日
本
国
家
に
よ
る
女
性
の
二
分
化
が
国
際
化
さ
れ
て
、

ア
ジ
ア
人
女
性
を
代
表
と
す
る
李
香
蘭
は
日
本
国
の
余

っ
た
性
欲
の
は
け
ぐ
ち

と
い
う
役
割
を
に
な
わ
さ
れ
た
。

む
す
び

朝
日
新
聞
が
言
ヶ
よ
う
に
、
「大
陸
三
部
作
」
が

「当
時
の
日
本
の
雰
囲
気
を

色
濃
く
に
じ
ま
ぜ
」

て
い
た

(賂)。
李
香
蘭
を
通
し
て
示
さ
れ
た
、
満
州
映
画
協

会
の
日
本
国
内
に
対
す
る
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
影
響
は
見
逃
せ
な
い
。
李
香
蘭

の
人
気
を
集
め
た
戦
時
下
映
画
は
ラ
ブ

・
ロ
マ
ン
ス
の
形
を
と

っ
て
、
中
国
や

日
本
の
国
際
関
係
を
ジ

ェ
ン
ダ
ー
化
し
、
そ
の
支
配
関
係
を
演
じ
る
。
李
香
蘭



は
大
陸
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
風
景
と

一
体
化
さ
せ
ら
れ
、
中
国
人
を
演
じ
て
い
る

彼
女
も
大
陸
も
日
本
の
男
ら
し
さ
を

「中
国
の
た
め
」
に
発
揮
す
る
対
象
に
な

る
。
こ
の
映
画
が
作
ら
れ
た
世
界
で
は
、
中
国
の
抗
日
運
動
は

一
つ
の
誤
解
に

す
ぎ
な

い
。
そ
し
て
日
本
人
男
性
に
よ
る
暴
力
は

一
つ
の
愛
情
ゆ
え

の
行
為
と

さ
れ
て
、
日
本
の
真
の
意
図
を
理
解
さ
せ
る
手
段
で
あ

っ
た
。
「支
那
の
夜
」
に

お
け
る
男
性
の

「中
国
人
」
お
よ
び

「女
性
」
に
対
す
る
暴
力
が
当
時
の
日
本

対
中
国
の
体
制
と
似
て
い
る
。
自
伝
を
書
く
際
、
山
口
淑
子
は

「支
那
の
夜
」

を
見
て
、
「私
は
あ
ま
り
の
襲
撃
的
事
実
に
う
ち
の
め
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
な
映
画
に
出
演
し
、

〃中
国
人
女
優
李
香
蘭
"
と
し
て
演
技
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。
そ
れ
を

こ
の
年
齢
に
な

っ
て
気
づ
か
さ
れ
た
自
分

が
情
け
な
く
、
眠
れ
な
い
夜
が
何
ヶ
月
も
つ
づ
い
た
」

(P
ω
逡
)
と
。
そ
し
て
、

日
本
国
や
日
本
人
男
性
に

「愛
」
さ
れ
た
慰
安
婦
た
ち
は
、
李
香
蘭

の
役
を
見

て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。

321注
)))

((

54
))

佐
藤
忠
男

「キ
ネ

マ
と
砲
士丁

日
中
映

画
前
史
」

リ
プ

ロ
ポ

ー
ト

一り
。。
α
。

山

口
淑
子
、
藤
原
作
弥

「李
香
蘭

・
私
の
半

生
」
清
朝
社
、

一㊤
。。
噛

「
白
蘭

の
歌
」

一
㊤
ω
⑩
年
、
渡
辺
邦
男
監
督
、
東
宝
。

「支
那

の
夜
」

一
逡
Q
年
①

月
伏

見
修
監
督

、
東
宝
。

「
熱
砂

の
誓
」

一
逡

O
年
末
、
渡

辺
邦
男
監
督

、
東

宝
。
ハ
ー
イ
,
ピ

ー
タ
ー

「
帝
国
の
銀
幕
」
名
古
屋
大
学
出
版
会

一
㊤
0
0
。

蘭

信
三

「

〃満
州
移
民

"
の
歴
史
社
会
学
」
行
路
社

一
Φ
逡
。
一
Φ
ω
b。
-一
逡
㎝
年

の
間
に
約

2
7
万
日
本
人
が
満
州

に
移
民
し
た

(ロ
.&

)
。
そ

の
三
分
の

一
は
、

一
り
ω
リ
ム
Q
年
の
満
州
熱

の
時
に
大

陸
に
渡

っ
た
。

(6
)
清
水
晶

「
日
本
映

画
俳
優
全
集
女
優
篇
」
キ
ネ

マ
旬
報
社

、
一
Φ
Q。
O
。

(7
)

フ
ィ
リ
ピ

ン
や
東
南

ア
ジ

ア
向

け
の
版

で
は
、
奇
跡
的

な
こ
と

で
長
谷

川
は

ゲ
リ
ラ
の
攻
撃

か
ら
無
事

に
逃
げ

て
、
映

画

の
最
後

の
シ
ー

ン
で
二
人

の
問

の
愛
が
実

る
。

現
在
日
本

の
レ
ン
タ
ル

・
ビ
デ
オ

で
は

、
こ

の
版
を
扱

っ
て

い
る

(
ハ
ー
イ
ト。
O
O
)
。

(
8
)
中
国

で

一
時
的

に
上
映

さ
れ
た

バ
ー
ジ

ョ
ン
で
は
、
長
谷

川

の
死
も
李
香
蘭

の
自
殺
も

カ

ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。

(
ハ
ー
イ
N
㎝
O
)
。

(
9
)
昭
和
少
年

文
学

に
お
け
る
伊
藤
公
雄

が
指
摘

し
た
よ
う

に
、

「
露
骨
な

"差

別

"
が
描

か
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。

(も
ち

ろ
ん
、
有
色
人
種
中
、
最
も
優
秀

な
日
本
人

が
、
貧

し
く

お
ろ
か

な
他
民
族
を

助
け

て
や
る
、

と

い
う
形

で
、

差

別
意
識

は
よ
り
巧
妙

に
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー
注
入
さ
れ
る

の
だ
)

(略
)
」
「
口
笛

と

軍
靴
-

天
皇
性

フ
ァ
シ
ズ

ム
の
変
貌
」
京
都
大
学
新

聞
社
篇
、
社
会

評
論

社
、

一⑩
◎。
㎝

(P
Φ
9
0
)。

(10
)

P
刈
◎。

「植
民
地
台
湾
と

(子
ど
も
)

の
レ
ト
リ

ッ
ク
」

「社

会
人
類
学
年
報
」

一
り
り
♪
<
o
茜
O
。

(11
)
「蘇
州

の
夜
」

一
り
お
年

、
野
村
治
将
監
督
、
李
香
蘭

、
佐
野
周

二
出
演
、
松

竹
。

(
12
)
由

口
淑
子
が
言
う
。

「

〃女

ら
し
さ

"
に
欠
け
て

い
た
私

に
、

日
本
人

に
理
解

さ
れ

る

〃女
ら

し
さ

"
を

ど
う
し

て
出
す
か

ー
は
大

い
な

る
悩
み
だ

っ
た
。

長
谷
川
さ

ん
は

〃お
色
気
と

い
う
も

の
は
ね
、
ま
ず
型
が

ら
入
る
。
わ
た
し

が

い
ま
あ

な
た
の
役
だ

っ
た
ら
、

こ
う

い
う
風

に
演
じ
ま
す
ね

"

と
す
ぐ

に

科

を

つ
く

っ
て
め
せ

る
。

さ
す
が
は
女
形
出
身

で
あ

る
。
眼

の
配
り

、
体

の

こ
な
し
、
手

に
よ

る
科
づ
り

、
私
な
ど
よ
り
は

る
か
に
女
性
的

で
、
こ
ち
ら

の
顔

が
赤
ら
ん
で
く
る
ほ
ど
だ

っ
た
」

(P
一
b。
心
)
。

(13
)
終
戦

に
な

っ
て
、
李
香
蘭
が
上
海

で
漢
奴

裁
判

に
な

っ
た
時
、
中
国
側

が
特

に
こ
の
日
本

人
男
性

の
中
国
人
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
振

る
シ
ー

ン
を
売

国
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(14
)

(15
)

(16
)

奴
と
し

て
指

摘
し

て
、

リ
ア
リ
テ

ィ
ー

に
欠

け
て

い
る
と
し
た
。

日
本
人

に

殴
ら
れ
た
中
国
人
女
性
は
そ

の
人
を
好
き
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え

な

い
、
と
。

「
一
つ
だ
け
倫
理
上
、
道
義
上

の
問
題
が
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
国
人

の

芸
名

で

「支

那

の
夜
」
な
ど

一
連

の
映
画

に
出
演

し
た
こ
と
だ
。
法
律
上
漢

奴
裁
判

に
は

関
係
な

い
が
、
遺
憾

な
こ
と
だ

と
本
法
廷

は
考
え

る
」

(山

口

p
ω
ω
心
)
。

上
野
千
鶴
子

「

"国
民
国
家

〃
と

〃ジ

ェ
ン
ダ

ー
〃
」

「現
代

思
想
」

一
り
㊤
①

年

一
〇
月
O
・。。
ム
㎝
。

大

越
愛
子
、
高

橋
哲

哉

「ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
戦
争
責
任
」

[現

代
思
想
]
一
り
り
刈

年

り
月
P
一
ω
卜σ
山
躍
。

「朝

日
新
聞
」

一
㊤
り
一年

一
月
Φ
日
夕

刊

一
頁
。
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          Li Ko Ran: Object of Violent Affection 

                         Cragun WATTS 

   The Manchurian Film Cooperative was established in 1937 for the production of propaganda. 

Most of the films produced by the Cooperative were made in Chinese for Chinese audiences. The 

effectiveness of propaganda exported to Japan by the Cooperative, however, should not be overlooked. 

Li Ko Ran, the Cooperative's first and only star, gained explosive popularity in Japan, igniting a "China 

Fever." At the 1942 Tokyo concert "Li Ko Ran Sings," a crowd estimated at up to 100,000 broke into 

rioting. Li represented a 'beautified" image for the Mainland. Her screen romance with Japanese idol 

Hasegawa Kazuo in "China Evenings" served as an allegory of the "ideal" Japanese-Chinese colonial 

relationship. In the film, after being literally slapped to her senses by Hasegawa, Li, representing 

China as female, falls in love with the Modern Hasegawa who represents Japan as male. Violence is 

portrayed as a necessary means, an act of love. 

   Following the success of "China Evenings", Li appeared in films with similar themes. Idealistic 

young Japanese heroes cross over to the Continent to exercise their Modern professions: architects, 

doctors, engineers. By contrast, the beautiful, singing Li is coded artistic, emotional, cultural, and 

natural. She captivates the hero who must display his masculinity before choosing her. The union, 

however, is never consummated. Typically the hero dies fighting for his country, a fight to which Li 

has grown completely loyal. 

   The Li Ko Ran films serve as propaganda to justify Japanese violence on the Continent, and 

parallel male violence against women. The popularity of Li and her films among Japanese men at the 

time suggests an anxiety concerning the adequacy of Japanese masculinity. The Li Ko Ran films 

worked as popular propaganda, enabling confused Japanese men to confuse violence with love--in other 

words, enabling them to become the soldiers the State demanded of them. 
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  VIOLENCE
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